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れていったかとい う中国近代都市の一類型のありかたについてい ささか明 らかにしてみたい。
1部 落 「青泥 窪 」 時 代 の大 連
遼東半島の南端に位置する大連地域が初めて中国の史書に登場するのは、どうや ら遠い戦国
時代に遡 るが、いわゆる中央権力が浸透 し、確実にこの地方で統制を敷 くのはおよそ明の初期
と言われている。明の遼東統治は、遼陽都指揮使司の下に中、左、右、前、後の五衛 と東寧衛、
自在州を遼陽に置き、また遼東半島には海州衛、蓋州衛、復州衛、金州衛を設け、その金州衛
に旅順 口や大連湾の守備を当たらせた。そ してこの時期に金州城 を修築したのみならず、倭寇











記のように、少なくとも19世 紀後半の段階では、それはすでに近 くに旅順 とい う大きな新興
の軍港を持ち、また周囲には多くの西洋式の新築砲台が点在する大きな 「村落」となっていた。




「異文明」の侵攻による地政学的な 「転倒」を象徴す る典型的な事例 と言えよう。
1[ロ シ ア 帝 国 租 借地 と して の ダ リー ニ ー
1897年11月15日 、 ドイツは二名の ドイツ人宣教師が山東省で殺されたことを理由に山東半
島の膠州湾を占領 した。この突然の事態を受けて、清政府は1896年9月 に結ばれた 「露清密
約」に従い、急遽ロシアに ドイツ撤兵の斡旋を依頼 した。そしてロシアはこうした中国側の依
頼を大義名分に、膠州湾の ドイツ軍に圧力をかけるためだと称 して、かつて幾度も入手 しよう
としてっいに実現できなかった極東の不凍港である旅順 と大連に、同じ年の12A19日 にシベ
リア艦隊を派遣し、現地への駐留を実現 した。
その後、ロシアはこ うした駐留の 「実績」 を踏まえて、まず1898年3月 清朝政府 に旅順 と
大連の租借を内容とする 「旅大租地条約」(「パブロフ条約」)を 結ばせ、また同年4月 と7月
にそれぞれ租借地の拡大を内容する 「続訂旅大租地条約」と東清鉄道南満州支線の修築を内容
とする 「東省鉄道公司続訂合同」を押 し付けた。 この一連の条約の締結によって、大連一円は
ほぼ完全にロシアの支配下に入ってしまった。
旅大租借地を入手 した当初、ロシアは、まず旅順に最初の殖民政権 軍政部を設置 したが、
その後1898年8月 に正式に州 としての行政を与え、租借地行政庁を成立 させた。そ して一年
後の1899年8,月 に皇帝ニコライニ世の名義で 「暫行関東州統治規則」を頒布 し、租借地を一
方的に 「関東州」 と改名 して、関東州庁をアムール総督の管轄下に置いた。同時にニコライニ
世はまた勅命を出して、大連湾にロシア語で 「遠方」を意味する都市ダリーニーを建設 し、そ
れを自由貿易港 とすることを内外に宣言した。 ロシアが既存の軍港である旅順と並んで大連に
















一時ほとんど満鉄に委ねられた状況 ときわめて類似 してお り、こうしたところからもいわゆる
両 「国策」会社をつなぐ一種の帝国的 「記憶」のようなものが認められよう。
一大自由貿易港を目標 とする大連の建設 を任せられた東清鉄道会社がその全事業の責任者 と
して時の同会社の技師長、かつてウラジオス トクのエゲリセ リル ド埠頭築造の経験を持つサハ
ロフを任命 した。その彼はペテルブルクで約半年間の準備 を経て、1899年 春、ロシア帝国の
威信を賭 ける壮大な建設プランを携え大連 に赴任 した。そ してその後、1902年5月 の勅令に
より大連の特別市制が実施されたのを受けて、そのまま市長に昇進 し、 日露戦中の大連陥落ま
で約3年 もの問その地位に座 り続けていた。
サハ ロフを中心に作成された大連港築港 と市区建設の総合都市計画は、1899年 か らの4年
間で、総投資額が約1400万 ルーブルを予定する第一期事業と、第一期事業の規模 を4倍 に拡
大 し、追加投資も3000万 ルーブルを要す る第二期事業からなる二段階のものだったが、偶然
にも第一期工事がほぼ完了したところで 日露戦争が勃発 し、サハロフらの大建設計画はついに
途中で頓挫 してしまったのである。
市区建設に限って言 うと、第一期工事では、まず市街 と付属設備用地 として東西両青泥窪と
その他25村 落の土地54000余 畝(3300ha)と 家屋を45万 ルーブルも投 じて強引に買収し、整





は、南山北麓から商港までのおよそ4平 方キロで、北は鉄道を隔てて行政市街 と隣接 し、西は













場を作 り、そこか ら大通 りを四方八方に放射させなが ら、 さらにそれ らの大通 りを環状道路で
連結 させることによって、各広場を中心に街路が幾重にも円形を描いているところにあると言






徹底 させ、いわゆる商業区、市民区、邸宅区の3区 域をそれぞれ市内の地形に応 じて設けたこ










たとえば、モスクワ大街(後 の西通 と山縣通)、 キエフスキ大街(後 の監部通と寺内通)、 ザコ
ロドヌイ大街(後 の西公園町)、 サンク ト・ベテルブル グ海岸大街(後 の寺児溝か ら東広場を
経て濱町に至る道路)、 サムソンスキー並木町(後 の長門町と敷島町)の 五つの幹線街路を挙
げることができるが、この中で、モスクワ大街の幅員は113フ ィー ト(34メ ー トル)に 達 し、




の中央公園)で 、ちょうど中国市街 と欧羅巴市街の中間に位置 し、ほぼ在来の西青泥窪村跡地
全体に等 しい広大な面積を占めていた。 この公園は、当時市公園と称 して、一種の公共性をア
ピール したが、実質的には中欧両市街を分離する役割 も担っていたと見て間違いないだろう。
この西公園に対 し、旧東青泥窪村の跡地を整備 して建設 されたのはいわゆる後の東公園だが、
その園内に地隙を利用 して二つの大きな貯水池が作 られていたため、前者 と同様の市公園とし
ての機能を持っ一方、供水 とい う実用的な役割 も果たしていたようである。そして、この東西
両市公園の他にまた三つの小公園があって、一つは旧中国人墓地を取 り壊 した跡に位置 し、後
に松公園になっていた。後の二つはそれぞれ邸宅区内の正教寺院付近 と行政市街にあり、後に










鉄本社事務所)、 水上警察署(後 の東洋ホテル)、 東清鉄道病院(後 の工業博物館)、 露清銀行




皿 帝 国 日本 に受 け継 がれ た モ ダ ン 都 市 ・大 連
1904(明 治37)年2,月 、朝鮮半島や 「満州」の権益をめぐる日本 とロシアの長い外交交渉
が決裂 し、いわば起こるべ くして起こった 日露戦争はついに戦端を開いた。そ して、開戦して
から約四ヶ月後の5月30日 に、すでにロシア軍や ロシア人市民が旅順に撤退 した後の大連を




を成立させた。そして9月7目 に日露講和条約(ポ ーツマス条約)が 結ばれたのを受けて、 日
本はいわば始めて 「合法」的に関東州の権益を継承 し、その経営にも本格的に乗 り出した。
中でも、まだ軍政時代の明治38年4,月 に、当時の軍政署がすでに 「大連専管区設定規則」
を公布 し、ロシア治下の 「すみわけ」政策を踏襲する形で市内を軍用地区、 日本人居住地区、
清国人居住地区に分ける一方、「大連市街家屋建築取締仮規則」の頒布などによって、都市計
画の実施を始めたが、明治38年9月 か らの一般邦人自由渡航開始に伴 う日本人人 口の急増 を




新たな統治形態の下で再出発 した大連は、その都市計画の核 となる市街建設 と港湾建設にっ
いて、それぞれ関東都督府 と設立 したばか りの南満州鉄道株式会社が担当した。具体的には、
まず明治40年1月 に旧ロシア治下の市街計画 を基礎 として中央公園以東の大連市区計画を決
定 し、またその翌年の8,月 に満鉄沙河 口工場東方鉄道線路以南の37万7千5百 坪を工場地区
に指定 した。その後、さらに同年の9,月 に伏見台の約10万4千 坪、明治44年5月 に小崗子 と




そ して、大正4年9,月 に関東都督府による 「大連及旅順市規則」の制定に基づき、同10月 か










名などは徹底的にそれに相応 しいものに変更された。たとえば中心部 と大通には出征 した陸海
将軍や軍衙か ら命名 し、その他の街路には 日本国内の国名に因んで名前を付けた。監部通、大
山通、西通、山縣通、寺内通、児玉通、乃木通、東郷通、美濃町、飛騨町、伊勢町、信濃町、
播磨町、浪速町、長門町、敷島町などがそれである。その後、市街拡張が進むにつれ、新開地
にはそれぞれその地の性格に合わせた町名 を付けるようになるが、それ も内地の 「権力」と植
民地特有のモダン性を示すものにほかならなかった。たとえば、文化住宅街の南山麓の町名は









和3年 から十ヶ年継続事業で工費30万 円を投 じて改良に着手 し、その後いったんは廃止するが、
昭和8年 から再度21万 円の予算を組んで七ヶ年継続事業 として取 り組み、園内に花壇や水泳場、
相撲場、児童遊園などを次々と新設 した。またロシア時代から大連の中心だった大広場の場合













「拡大再生産」を行ったに過ぎない。そこには 「帝国」とい う権力形態は、まさに一種の 「記
憶」として都市空間の中に現れ、両統治者間のこの支配の継承関係がけっして単なる外交条約
などではなく、む しろ都市の 「身体」の中に深 く刻まれていると言えよう。その意味で、この
都市空間としての大連モデルはその後満鉄線に沿って北上し、瀋陽や長春の都市形態の形成に
多大な影響を与えたことは、きわめて興味深い事象であるが、これ らについてはまた稿を改め
て論 じたいと思う。
[Abstractj
ThestructureofthecentralaxishadbeenanimportantcharacterofmanyChinesecitiesinhistorical
time.TheideaofthestructureofthecentralaxiswasformedanddevelopedduringtheShaandthe
ShangDynasties.AlthoughthecapitalXianYangintheQinDynastyandChangAnintheWestern
HanDynastydidnothavethecentralaxisstructure,thelayoutofXianYangAndChangAnhadon
effectontheformationandperfectionofthelayoutofthecapitalin<KaogongJi>.Thearrangement
ofthe"KingPalace"attheno曲emendofthecen廿alaxismainlyrelatedtothenaturalenvironment.
ThechangesinthestructureofthecentralaxisinDaDucityinYuanDynastyandBeijingcityin
MingandQingdynastieswerealsoinfluencedbythenaturalenvironment.Theyweretheresultof
creatingabetterharmonywiththenature.Theextensionandthedevelopmentofthestructureofthe
centralaxisinlaterMingDynastyandQingisconnectedwithsocialandeconomicfactors.However
theincarnationoftheideaormodelofthecapitallayoutof<KaoGongJi>intherealpla皿ingof
thesecitiesfromChangAninSuiandTangDynastiestoBeijingcityinMingandQingDynasties
demonstratesthattherehasbeenacontinuingdevelopment,maturationandperfectionofthisprocess.
Inadditiontothelayoutofthecities,localadministrationcentershavealso,toalessenextend,tried
tofollowtheideaormodelofthestructureofthecentralaxisin<KaoGongJi>.Thechangesordiff-
erencesinthenaturalenvironmentandhumanconditionshavealsoresultedinadiversificationofthe
morphologyofthecentralaxis.
Keywords:Chinesehistoricalcities,thestructureofcentralaxis,morphologyofcentralaxis,
thelayoutofcity,morphologyofcity
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